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【到達目標１について】
・計画の実施における様々な倫理的配慮について再検討し、必要に応じて研究倫理審査を受審する。
・計画に沿って必要な情報類を、指導教員等からの助言を受けながら収集する。

【到達目標２について】
・研究遂行上の様々な留意点や選択した方法に応じた注意事項について、指導教員の助言をもとに理解していく。

【到達目標３について】
・計画の実施や計画遂行上の修正や調整について主体的に関わる。
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計画実施の前には、研究倫理審査を受審し、研究者倫理等の姿勢も育成する。
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６．看護実践の場における看護専門職者や看護学生に対する教育能力を修得している。

３．地域の特性や変化する社会のニーズを的確に捉え、看護学教育及び実践看護学に関する課題を追求していける
研究能力を身につけている。

取組み状況（100％）

必要時に提示する。
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学部教育における、4年生を対象とした実践基盤看護学分野の実習指導をとおして得られた臨地教育における課題について、
明確にする。

1.必要に応じた倫理的配慮を行った上で、計画に沿ってデータやその他の情報類を収集することができる。
2.選択した方法に必要な研究遂行上の留意点や注意事項について理解することができる。
3.必要に応じて研究フィールドの調整を行い、主体的に研究を進めることができる。


